
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
が
、
よ
り
良
き
年
と
な
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

本
年
は
、
理
容
師
法
の
制
定
七

十
年
、
生
活
衛
生
法
の
制
定
六
十

年
を
む
か
え
、
理
容
業
に
と
っ
て
節

目
の
年
と
な
り
ま
す
。

理
容
業
界
が
さ
ら
な
る
発
展
を

と
げ
、実
り
あ
る
一
年
と
な
る
よ
う
、

組
合
員
皆
様
も
、
私
と
共
に
自
助

努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

昨
年
度
、
理
容
サ
ロ
ン
に
お
け

る
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
ウ
ェ
ー
ブ
や
訪
問

福
祉
理
容
の
対
象
の
明
確
化
、
範

囲
の
拡
大
に
関
す
る
通
知
が
発
出

さ
れ
る
な
ど
、
業
界
は
、
大
き
な
転

換
期
を
迎
え
ま
し
た
。

兵
庫
県
理
容
組
合
で
は
、
こ
う

し
た
変
化
を
業
界
の
チ
ャ
ン
ス
に

変
え
ら
れ
る
よ
う
、
レ
デ
ィ
ス
顧
客

獲
得
戦
略
と
し
て
、
レ
デ
ィ
ス
パ
ー

マ
ヘ
ア
講
習
会
を
企
画
す
る
な
ど
、

営
業
に
直
結
す
る
各
種
施
策
を
推

進
し
、
全
国
理
容
連
合
会
で
も
、
全

国
大
会
に
レ
デ
ィ
ス
パ
ー
マ
を
必
須

と
し
た
競
技
種
目
を
初
め
て
設
定

い
た
し
ま
し
た
。

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
日
本
の
理

容
技
術
と
し
て
、
韓
国
で
開
催
さ

れ
た
第
三
十
六
回
世
界
理
美
容
選

手
権
大
会
で
、
日
本
チ
ー
ム
は
、
シ

ニ
ア
競
技
で
テ
ク
ニ
カ
ル
部
門
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
部
門
と
も
に
、
団
体

総
合
優
勝
、
個
人
で
も
全
国
理
容

連
合
会
・
大
森
利
夫
理
事
長
を
始

め
三
名
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、さ
ら
に
、

今
ま
で
に
な
い
メ
ダ
ル
量
産
を
果

た
し
ま
し
た
こ
と
は
、
世
界
に
日
本

の
理
容
技
術
の
高
さ
を
強
く
印
象

づ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
訪
問
福
祉
理
容
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
長
い
間
、

介
護
保
険
適
用
を
要
望
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
未
だ
実
現
し
て
い
ま

せ
ん
。

高
齢
社
会
の
進
行
と
と
も
に
独

居
老
人
世
帯
の
増
加
も
進
行
し
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
場
合
の
訪
問
福
祉
理

容
は
高
齢
者
の
安
否
確
認
も
合
わ

せ
て
行
う
社
会
貢
献
の
要
素
を
持

つ
な
ど
、
今
後
も
訪
問
福
祉
理
容

の
ニ
ー
ズ
は
高
ま
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

な
お
、
訪
問
福
祉
理
容
サ
ー
ビ

ス
対
象
者
の
拡
大
が
図
ら
れ
た
こ

と
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
国
に
介

護
保
険
適
用
の
請
願
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

去
る
、
十
一
月
二
十
九
日
に
、
全

国
理
容
近
畿
地
区
協
議
会
（
会
長
・

品
川
徹
理
事
長
）
傘
下
の
近
畿
七

府
県
組
合
理
事
長
全
員
で
、
東
京

駅
十
三
時
四
十
分
着
の
新
幹
線
に

乗
車
集
結
し
、
衆
議
院
第
二
会
館

を
目
指
し
ま
し
た
。

国
会
開
催
中
で
あ
り
、
終
了
後

と
い
う
こ
と
で
、
急
き
ょ
夕
方
四
時

三
十
分
に
、
自
民
党
本
部
・
幹
事
長

室
で
、
二
階
俊
博
衆
議
院
議
員
に

請
願
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

門　

博
文
衆
議
院
議
員
、
並
び
に
、

厚
生
労
働
省
よ
り
担
当
課
長
三
名

が
同
席
す
る
中
、「
訪
問
福
祉
理
容

（
出
張
理
容
）
サ
ー
ビ
ス
を
介
護
保

険
制
度
給
付
対
象
サ
ー
ビ
ス
に
加

え
る
こ
と
に
つ
い
て
」
約
一
時
間
に

わ
た
り
請
願
趣
旨
を
説
明
い
た
し

ま
し
た
。

ま
た
、「
和
歌
山
県
理
美
容
ア
ン

チ
エ
イ
ジ
ン
グ
推
進
事
業　

指
導

監
修 

和
歌
山
県
立
医
科
大
学　

有

田
教
授　

調
査
依
頼
事
項…

理
美

容
と
り
わ
け
訪
問
理
美
容
の
ア
ン

チ
エ
イ
ジ
ン
グ
効
果
を
確
認
す
る

こ
と
で
、
訪
問
理
美
容
を
介
護
保

険
対
象
事
業
に
す
る
よ
う
採
択
を

目
指
し
ま
す
。」
の
文
献
を
請
願
書

と
と
も
に
お
手
渡
し
し
ま
し
た
。

こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

年
度
中
に
厚
労
省
よ
り
何
ら
か
の

課
長
通
知
の
発
出
が
期
待
さ
れ
ま

す
。本

年
も
、
近
畿
一
丸
と
な
り
、
国

や
全
国
理
容
連
合
会
が
進
め
る
施

策
と
協
調
し
な
が
ら
、
本
年
も
諸

事
業
推
進
に
努
力
し
て
ま
い
る
所

存
で
す
。

ま
た
、
昨
年
度
は
、
熊
本
地
震

や
一
連
の
台
風
被
害
、
鳥
取
県
中
部

を
震
源
と
す
る
地
震
な
ど
、
大
規

模
災
害
が
多
く
発
生
し
、
各
地
で

甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
組
合
員
へ
の
支
援

策
と
し
て
全
理
連
か
ら
の
要
請
に

応
じ
、
義
援
金
を
組
合
員
皆
様
に

お
願
い
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多

く
の
暖
か
い
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
、
被
災
地
組
合
か
ら

も
、
感
謝
の
言
葉
が
多
く
届
い
て

お
り
ま
す
。
心
か
ら
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

組
合
で
は
、
組
合
員
数
の
減
少

が
大
き
な
問
題
で
、
全
国
的
に
も
、

毎
年
一
つ
の
県
理
容
組
合
が
無
く

な
る
ほ
ど
の
ス
ピ
ー
ド
で
減
少
し

続
け
て
い
ま
す
。

理
由
の
大
半
が
高
齢
化
に
よ
る

廃
業
で
す
が
、
時
代
も
変
わ
り
、
自

由
が
先
行
す
る
現
状
で
は
、
新
規

開
業
者
の
組
合
加
入
へ
の
理
解
を

得
ら
れ
に
く
い
厳
し
い
状
況
に
、
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。　
　

一
昨
年
度
よ
り
、
組
合
に
は
数

多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
し
て
、

行
政
側
か
ら
の
全
国
的
な
協
力
に

つ
い
て
も
、
今
後
益
々
拡
充
さ
れ
て

ま
い
る
と
考
え
ま
す
。

本
年
も
、
理
容
業
界
の
繁
栄
、

各
理
容
店
の
繁
栄
に
目
を
向
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

し
っ
か
り
お
客
様
目
線
で
物
事

を
考
え
、
お
客
様
の
要
望
に
応
え

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
営
業
に
プ
ラ

ス
と
な
り
、
お
店
か
ら
業
界
全
体

の
元
気
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
と
考
え

ま
す
。

ま
た
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
も
時

代
と
共
に
変
化
し
、
高
齢
化
な
ど

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

近
年
の
世
界
協
調
の
流
れ
が
、

今
年
、
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
特
に
ア
メ
リ
カ
の
新

体
制
の
動
き
や
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ

離
脱
交
渉
、
原
油
等
資
源
価
格

の
動
向
、
こ
れ
ら
に
伴
う
為
替
の

不
安
定
化
な
ど
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
先
行
き
の
不
透
明
感
が
高
ま

る
中
、
い
か
な
る
情
勢
の
変
化
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
、
足
元
を
固

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
内
で
は
、
少
子
高
齢
化
に
対

応
し
た
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が

待
っ
た
な
し
の
課
題
で
す
。
日
本

全
体
の
活
力
を
低
下
さ
せ
る
東

京
一
極
集
中
に
も
歯
止
め
を
か
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

人
口
が
減
少
し
、
少
子
高
齢
化

が
進
も
う
と
も
、
安
定
し
、
活
力

を
保
ち
続
け
る
地
域
を
創
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
域

創
生
の
取
組
を
軌
道
に
乗
せ
て
い

く
こ
と
が
今
年
の
県
政
の
大
き
な

課
題
で
す
。

　

第
一
は
、
安
全
安
心
の
確
保
。

福
祉
、
医
療
の
更
な
る
充
実
に
よ

り
、
二
〇
二
五
年
間
題
に
挑
み
、

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

地
域
を
創
り
ま
し
ょ
う
。
防
災
・

減
災
対
策
を
着
実
に
推
進
し
、
来

る
べ
き
災
害
へ
の
備
え
に
万
全
を

期
し
ま
し
ょ
う
。

　

第
二
は
、
県
民
の
活
躍
促
進
。

高
齢
者
、
障
害
者
、
女
性
、
若
者

な
ど
す
べ
て
の
県
民
が
能
力
を
発

揮
で
き
る
環
境
を
整
え
る
と
と

も
に
、
教
育
の
質
を
高
め
、
ふ
る

さ
と
人
材
の
確
保
を
進
め
ま
し
ょ

う
。

　

第
三
は
、
産
業
の
活
力
増
進
。

更
な
る
企
業
集
積
に
取
り
組
み
、

新
事
業
展
開
や
起
業
を
後
押
し

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
農
林
水
産

業
を
成
長
産
業
と
位
置
づ
け
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
興
し
ま
し
ょ

う
。

　

第
四
は
、
交
流
の
拡
大
、
交
流

人
口
の
増
加
で
地
域
に
賑
わ
い
を

生
み
出
し
ま
し
ょ
う
。
兵
庫
五
国

の
多
様
な
資
源
に
磨
き
を
か
け
、

国
内
外
か
ら
人
が
集
う
地
域
を

創
り
ま
し
ょ
う
。

　

一
八
六
八
年
の
兵
庫
県
発
足
か

ら
一
五
〇
年
の
節
目
の
年
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。

　

今
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
の
兵
庫
の

歩
み
を
振
り
返
り
、
次
の
一
歩
の

足
が
か
り
と
な
る
新
た
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
描
く
と
き
で
す
。
そ
し
て
、

県
民
の
皆
さ
ん
の
夢
と
地
域
へ
の

思
い
を
結
集
し
、
兵
庫
の
未
来
を

切
り
拓
く
。
さ
あ
、
新
し
い
地
域

づ
く
り
の
ス
テ
ー
ジ
へ
、
と
も
に

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

★
三
田
市
さ
つ
き
賞

　

吉
田
　
英
男

（
副
理
事
長
・
三
田
支
部
長
）

★
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

佐
藤
　
之
貞

（
理
事
・
尼
崎
中
央
支
部
長
）

★
厚
生
労
働
省
健
康
局
長
表
彰

　
（
中
央
会
理
事
長
表
彰
）

　

北
村
　
　
守

（
理
事
・
加
西
支
部
長
）

★
兵
庫
県
技
能
顕
功
賞

　

藤
本
　
正
司

（
名
誉
講
師
・
東
灘
支
部
）

★
兵
庫
県
公
衆
衛
生
協
会

　

会
長
表
彰

　

木
谷
　
喜
代
一

（
理
事
・
豊
岡
支
部
長
）

★
全
国
理
容
生
活
衛
生
同
業

　

組
合
連
合
会
理
事
長
表
彰

　

町
　
　
弘
毅

　

（
尼
崎
北
支
部
長
）

　

春
名
　
昌
夫

　

（
佐
用
支
部
長
）

各
種
表
彰
受
賞
者

平
成
28
年
度

栄
え
あ
る
受
賞
、

　

心
よ
り
お
祝
い

　
　

申
し
上
げ
ま
す
。

理容用品のご購入は
兵庫県理器商組合加盟店で

事 務 局

副理事長

理 事

相 談 役

理 事 長

会計理事

兵庫県理器商組合

㈲あど・やました

岸 田 商 店

㈱神戸シブヤ

㈲ サ ポ ー ト

三 美 堂

㈲ 清 水 商 店

マギーかさぎ

ヤ マ シ タ

レ・アール小南

山下陽一

岸田正信

渋谷浩資

米田文男

田中正幸

清水正巳

笠木博道

山下真司

小南幹雄

（０７９７）８３-６３００

（０７９）２９５-８１８１

（０７９）２４５-０６５４

（０７８）５９１-９２１１

（０７９７）８３-６３００

（０７９）４２６-３５５０

（０７９６）４２-０１６６

（０７８）５９３-４１６４

（０７９）２２３-０９２３

（０７２）７７７-２５７１

西宮市生瀬高台21-5

姫路市御立西2丁目7-4

姫路市白浜町寺家2-28

神戸市北区若葉台2丁目10-14

西宮市生瀬高台21-5

加古川市野口町坂元49-3

豊岡市日高町国分寺232-2

神戸市北区鈴蘭台南町2丁目2-2

姫路市塩町1

伊丹市野間北4丁目3-13

役　職 〒社　　　名 代表者名 所　在　地 TEL FAX

669-1111

670-0074

672-8012

651-1143

669-1111

675-0081

669-5341

651-1113

670-0904

664-0873

８３-６３０３

２９５-８１００

２４５-３３２９

５９２-５４０８

８３-６３０３

４２６-３５６８

４２-０２２５

５９３-４１６４

２２３-３５５０

７７７-２５７２

1／  6（金）

1／10（火）

1／30（月）

2／  6（月）

2／20（月）

3／　6（月）

3／13（月）

3／27（月）

1月～3月まで

組 合 行 事 日 程

◆仕事始め

◆支部長研修会議

◆青年女性部役員会

◆労働保険支部担当者会議

◆営業支援セミナー『レディース・パーマヘア』

◆講師資格認定委員会

各部門別技術研修会①

兵理タイムズ委員会

各部門別技術研修会②

県大会審査委員・実行委員チーフ・サブ会議

第１回近畿大会チーフ・サブ会議

〜
兵
庫
の
未
来
を
切
り
拓
く
〜

　

前
任
者
の
勇
退
に
よ
り
左

記
の
通
り
新
役
職
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

◎
副
理
事
長
兼
総
務
委
員
長

的
場
　
廣
美
氏

（
神
戸
地
区
長
・
生
田
支
部
長
）

六
月
二
十
日
付

◎
西
宮
支
部
長

山
本
　
丈
吉
氏

（
副
理
事
長
兼
教
育
部
長
）

六
月
十
六
日
付

吉
田
英
男
副
理
事
長

　

若
手
同
業
者
の
育
成
に
尽

力
す
る
と
と
も
に
、
中
小
事

業
者
の
経
営
改
善
に
も
注
力

し
、
地
域
産
業
の
振
興
発
展

に
貢
献
さ

れ
た
と
三

田
市
よ
り

表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

佐
藤
之
貞
財
務
会
計
部
長

役
職
変
更
の
お
知
ら
せ

さ
つ
き
賞

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

理
事
長　

品
川　

徹

兵
庫
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

兵
庫
県
知
事

平
成
二
十
九
年

知
事
新
春
メ
ッ
セ
ー
ジ

地
域
が
抱
え
る
問
題
も
日
々
変
化

し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
組
合
員
の
皆
様
が
そ

う
い
っ
た
課
題
を
積
極
的
に
受
け

止
め
、
各
お
店
の
個
性
、
特
色
を
活

か
し
な
が
ら
、
良
い
方
向
に
進
め
る

よ
う
、
熱
い
想
い
を
持
っ
て
活
躍
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
、
い
つ
も
期
待

し
て
や
み
ま
せ
ん
。

本
年
も
理
容
業
界
が
さ
ら
に
進

展
す
る
よ
う
、
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
皆
様

の
ご
期
待
に
添
え
る
よ
う
、
鋭
意

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う

か
、
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
、
各
支
部
・
地

区
が
抱
え
る
諸
問
題
の
解
決
と
、

組
合
へ
の
ご
要
望
を
伺
う
た
め
、
多

く
の
組
合
員
皆
様
に
お
会
い
で
き

た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
組
合

員
皆
様
に
と
っ
て
新
し
い
年
が
素

晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う

に
、
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
あ
げ
ま

し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

Ｈ28.11.29 請願実施

ふ
る
さ
と
の 

発
展
め
ざ
す 

地
域
づ
く
り

　
　

  　
　

一
人
ひ
と
り
の 

決
意
に
依
ら
ん
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円～
約85,000OFF！

3年間の総額が2014年度より

学業と仕事、両方頑張っている通信生を応援します！

通信部の入学金・学費等
に見直し
しました。大幅

学校法人 兵庫県整容学園

お問合わせは…

0120-0404-27 〒652-0898 神戸市兵庫区駅前通1丁目3番 28号
TEL.078-575-6725　   FAX.078-575-9715

スキルUP講座も好評開催中！
（アイラッシュ・メイク・ネイル）

　

十
月
三
日（
月
）セ
ン
チ
ュ

リ
ー
吉
川
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に

て
、
兵
理
生
青
年
女
性
部
主

催
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
天
の
中
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
さ

れ
た
み
な
さ
ん
は
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮

さ
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
大
会

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

参
加
四
十
九
名
、
優
勝
は

多
賀
英
博
様
、
小
谷
浩
二
様
、

三
位
米
田
敏
員
様
で
し
た
。

　

な
お
、
順
位
発
表
の
際
に

ゴ
ル
フ
場
の
手
違
い
に
よ

り
、
他
の
コ
ン
ペ
と
混
同
し

た
順
位
と
な
っ
て
し
ま
い
、

本
来
な
ら
ば
景
品
が
も
ら
え

て
い
た
方
が
若
干
名
お
ら
れ

ま
す
、
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
お
詫
び
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
　

青
年
部　

辻　

裕
光

　

十
月
十
七
日
兵
理
生
青
年

部
主
催
第
６
回
フ
ッ
ト
サ
ル

大
会
を
セ
レ
ゾ
ン
６-

ai

フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ
に
於
い

て
開
催
し
ま
し
た
。 

　

今
年
は
例
年
の
チ
ー
ム
戦

で
は
な
く
参
加
者
全
員
で
ク

ジ
を
引
い
て
チ
ー
ム
を
決
め

る
と
い
う
新
し
い
試
み
で
行

い
ま
し
た
。 

　

新
た
な
試
み
と
あ
っ
て
運

営
に
多
少
の
不
安
が
あ
り
ま

し
た
が
関
係
者
皆
様
の
ご
協

力
に
よ
り
無
事
例
年
通
り
の

盛
り
上
が
り
を
見
せ
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。 

　

今
後
も
Ｐ
Ｒ
活
動
に
力
を

入
れ
も
っ
と
盛
り
上
が
る
イ

ベ
ン
ト
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
皆
様
の
ご
協
力
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

　

個
人
参
加
も
大
歓
迎
で
す

の
で
多
数
の
参
加
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

　
　
　

神
戸
地
区
青
年
部
長 

内
田　

久

　

十
二
月
五
日
午
前
十
時
三

十
分
よ
り
、
神
戸
市
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
定

例
の
担
当
者
会
議
を
七
十
四

名
の
出
席
で
開
催
し
ま
し

た
。

【
報
告
事
項
】

１
．平
成
二
十
八
年
度　

教

育
部
事
業
途
中
経
過
報
告

並
び
に
、
下
半
期
行
事
予

定
に
つ
い
て

【
審
議
事
項
】

１
．平
成
二
十
九
年
度　

県

講
師
募
集
に
つ
い
て

２
．平
成
二
十
九
年
度　

教

育
部
事
業
行
事
日
程
（
案
） 

に
つ
い
て

３
．第
六
十
九
回
兵
庫
県
理

容
競
技
大
会
開
催
（
案
） 

に
つ
い
て

　

日
時…

　

　

平
成
二
十
九
年
五
月
八
日

（
月
） 

十
時
三
十
分
開
会

　

場
所…

　

神
戸
理
容
美
容
専
門
学
校

４
．そ
の
他
に
つ
い
て

①
平
成
二
十
九
年
度　

第
五

十
七
回
近
畿
理
容
競
技
大

会
開
催
担
当
に
つ
い
て

②
各
地
区
か
ら
の
要
望
並
び

に
意
見
交
換

③
そ
の
他
に
つ
い
て　

　

山
﨑
教
育
副
部
長
の
進
行

に
よ
り
慎
重
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

【
研
修
会
】

☆
テ
ー
マ

タ
ッ
チ
セ
ラ
ピ
ー
（
手
当
て
）
の

可
能
性

〈
容
姿
を
整
え
る
理
容
は
自

律
神
経
も
整
え
て
い
た
！
〉

肩
コ
リ
解
消
に
向
け
た
経
路

ヘ
ッ
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

☆
講
師

　

島
田
礼
子

　

全
理
連
中
央
講
師
（
千
葉
県
）

☆
受
講
者
数…

六
十
七
名

　

平
成
二
十
八
年
十
月
三
十

一
日
（
月
）
滋
賀
県
守
山
市

の
ラ
イ
ズ
ヴ
ィ
ル
都
賀
山
に

於
い
て
、
第
十
二
回
全
国
理

容
近
畿
地
区
協
議
会
青
年

部
・
女
性
部
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
議
テ
ー
マ
は
、
〜
未
来

に
向
か
っ
て
〜
で
す
。

兵
庫
県
か
ら
も
、
県
役
員
が

出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

○
組
合
組
織
の
青
年
部
と
し

て
理
容
業
界
の
未
来
に

向
け
て
何
が
出
来
る
か

を
考
え
る

〇
過
去
の
検
証
と
こ
れ
か
ら

の
青
年
部
運
営

〇
未
来
予
想
図
Ⅱ
〜
燃
え
ろ

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

青
年
女
性
部

　

さ
て
、
昨
年
二
月
二
十
九

日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
、

「
Ｂ
Ｂ
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
マ
イ

ス
タ
ー
認
定
講
座
」
の
当
日

実
施
の
技
能
検
定
の
結
果
、

以
下
八
名
が
ゴ
ー
ル
ド
認
定

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

・
緒
方 

房
義
（
東
灘
）

・
中
島 

朱
美
（
東
灘
）

・
山
本 

晴
美
（
西
宮
）

・
難
波 

晃
子
（
西
宮
）

・
西
田 

尚
美
（
加
古
川
）

・
宮
城 

丈
二
（
三
木
）

・
川
本 

恒
雄
（
姫
路
中
）

・
大
槻 

恭
嗣
（
姫
路
西
）

『
Ｂ
Ｂ
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
マ
イ
ス
タ
ー
認
定
講
座
』

『
Ｂ
Ｂ
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
マ
イ
ス
タ
ー
認
定
講
座
』

の
ゴ
ー
ル
ド
認
定
に
つ
い
て
（
ご
報
告
）優勝　多賀さん（左）準優勝　小谷さん（右）

募募集集学学科科

理容科理容科

美容科美容科

トータルビューティ科(女子)トータルビューティ科(女子)

学校法人 兵庫県整容学園学校法人 兵庫県整容学園

姫路理容美容専門学校姫路理容美容専門学校

TEL（０７９）２８４-０６７８TEL（０７９）２８４-０６７８

http://www.hrb.ac.jphttp://www.hrb.ac.jp

〒670-0962〒670-0962
姫路市南駅前町１３番地姫路市南駅前町１３番地

ヒメリビ 検索

挑戦し続けるヒメリビ

　姫路理容美容専門学校の生徒達は日々努力
して成長しています。
　近年は、競技大会や様々なコンテストに挑
戦したいという学生が増えてきております。
　最近の理容科では、レディースシェービン
グ、JNEC ネイリスト技能検定、フェイシャ
ルエステティシャン検定、　男女とも将来を
見据えて幅広いカリキュラムで知識と技術を
身につけています。
　また、県理容競技大会入賞、全国理容美容
学生大会出場。さまざまな所で技術を競いま
した。
　美容科は、トニー＆ガイ「フューチャーズ
ロード」に参戦。年々、トニー＆ガイに挑戦
する生徒が増え、　意欲的になってます。県
美容競技大会にも出場。
　トータルビューティ科では、さまざまな検
定に挑戦しスキルアップをしています。最近、
JNECネイル検定一級に合格。
　今後も、理美容業界、地域社会に貢献でき
る人材育成に取り組んでいきたいと思います
ので何卒ご理解、ご協力をお願い申し上げま
す。　

 　姫路理容美容専門学校　
　　理容科教務　宮谷　公輔

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

学 校 記 事

理
容
師
〜

の
、
三
つ
の
テ
ー
マ
で
分
科

会
が
行
わ
れ
、
会
議
後
、
意

見
の
ま
と
め
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
今
年
度

全
国
青
年
部
代
表
の
鳥
取
県

鍬
本
直
也
氏
が
、
十
月
二
十

一
日
の
鳥
取
地
震
で
震
源
地

の
北
栄
町
で
多
大
な
被
害
に

あ
わ
れ
て
多
忙
の
中
、
こ
の

会
議
に
ご
出
席
い
た
だ
き
お

話
し
下
さ
い
ま
し
た
。

　

学
ん
で
、
吸
収
し
て
、
実

行
す
る
事
。
各
個
店
で
理
容

師
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
ど
う

や
っ
て
ス
キ
ル
と
売
上
を
Ｕ

Ｐ
す
る
事
が
で
き
る
か
を
、

あ
ら
た
め
て
考
え
る
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

　
　
　

青
年
部
長久留

島　

良
明

　

十
一
月
十
四
日
（
月
）
に

但
馬
会
場
・
十
一
月
十
五
日

（
火
）
に
神
戸
会
場
で
、
神
戸

ス
タ
イ
リ
ス
ト
学
院
理
事
長

の
荒
牧
英
樹
氏
を
お
迎
え
し

て
頭
書
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ

れ
、
但
馬
会
場
は
十
六
名
、

神
戸
会
場
は
十
七
名
の
参
加

者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
は
経
営
に

関
す
る
内
容
で
し
た
が
、
今

回
は
、
元
気
な
体
で
長
く
仕

事
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
ま

た
、
お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て

繋
が
り
を
持
っ
て
い
た
だ
こ

う
と
体
づ
く
り
を
テ
ー
マ
と

し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

荒
牧
講
師
よ
り
、
筋
肉
は

使
わ
な
い
と
固
ま
り
、
動
き

が
悪
く
な
っ
た
り
、
腕
や
足

が
上
が
ら
な
く
な
る
な
ど
、

支
障
が
出
て
く
る
と
の
事
。

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、

正
確
な
運
動
を
、
毎
日
継
続

し
て
行
う
こ
と
が
大
事
だ
と

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
義
の
間
に
ス
ト
レ
ッ
チ

の
仕
方
を
一
つ
ず
つ
説
明
し

今
回
の
話
題
人
は
、
三
田

支
部
の
組
合
員
が
「
Ｃ
型
肝

炎
」
を
治
療
さ
れ
た
お
話
を

掲
載
し
ま
す
。
尚
、
ご
本
人

の
希
望
で
匿
名
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

わ
が
国
で
の
Ｃ
型
慢
性
肝

炎
患
者
は
、
肝
炎
症
状
の
な

い
キ
ャ
リ
ア
（
持
続
感
染
者
）

を
含
め
る
と
一
五
〇
万
〜
二

〇
〇
万
人
い
る
と
推
測
さ
れ

て
い
ま
す
。
年
齢
は
四
十
歳

代
以
上
に
多
く
、Ｃ
型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
対
策
が
講
じ
ら
れ
る

以
前
の
輸
血
な
ど
の
医
療
行

為
に
よ
る
感
染
が
背
景
に
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
医
療
機
関
で
何
ら

か
の
治
療
を
受
け
て
い
る
人

は
五
〇
万
人
に
す
ぎ
ず
、
残

り
の
一
〇
〇
万
〜
一
五
〇
万

人
の
中
に
は
自
分
が
Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い

ま
し
た
。

理
容
師
と
い
う
仕
事
柄
、

直
接
お
客
様
に
触
れ
る
機
会

が
多
い
の
で
心
配
し
て
い
ま

し
た
が
通
常
業
務
の
範
囲
内

で
あ
れ
ば
大
丈
夫
だ
と
言
わ

れ
安
心
し
ま
し
た
。
幸
い
に

も
肝
臓
の
状
態
も
よ
く
、
二
、

三
年
後
に
は
副
作
用
の
少
な

い
新
薬
が
認
可
さ
れ
る
事
も

あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
時

点
で
の
治
療
は
見
送
る
事
に

し
ま
し
た
。

し
か
し
、
肝
硬
変
や
肝
が

ん
に
な
る
確
率
が
一
般
の
人

よ
り
も
高
い
の
で
、
若
い
う

ち
に
治
療
は
し
た
方
が
い
い

と
担
当
医
か
ら
の
ア
ド
バ
イ

ス
が
あ
り
、
地
元
の
病
院
で

肝
臓
の
状
態
を
キ
ー
プ
す
る

た
め
の
薬
を
服
用
し
な
が
ら
、

新
薬
が
認
可
さ
れ
る
の
を

待
っ
て
い
ま
し
た
。

二
〇
一
二
年
の
秋
に
待
望

の
新
薬
が
認
可
さ
れ
、
翌
二

〇
一
三
年
の
三
月
か
ら
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
を
含
む
三
剤

併
用
療
法
で
治
療
す
る
事
に

な
り
ま
し
た
。（
治
療
期
間
は

二
十
四
週
間
）

事
前
の
説
明
で
は
、
治
癒

率
も
八
割
〜
九
割
、
副
作
用

も
ほ
と
ん
ど
な
く
、イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
投
与
の
後
二
、
三

日
で
仕
事
が
出
来
る
と
の
事

で
し
た
。

し
か
し
、
い
ざ
治
療
が
始

ま
り
ま
す
と
、
私
の
体
質
な

の
か
予
想
し
て
い
た
よ
り
も

副
作
用
が
ひ
ど
く
、
週
一
回

て
も
ら
い
な
が
ら
、
参
加
者

も
一
緒
に
や
っ
て
み
ま
し
た

が
、
普
段
し
な
い
体
勢
で
皆

さ
ん
苦
労
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

荒
牧
講
師
の
ス
ト
レ
ッ
チ

は
、
一
日
二
分
と
い
う
短
い

時
間
で
で
き
る
の
で
、
簡
単

で
す
が
、
毎
日
継
続
す
る
こ

と
が
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

参
加
さ
れ
た
方
全
員
に
、

ス
ト
レ
ッ
チ
の
方
法
が
載
っ

た
写
真
入
り
テ
キ
ス
ト
を
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
、

そ
の
後
毎
日
継
続
し
て
続
け

ら
れ
て
ま
す
か
？

る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い

人
も
い
る
可
能
性
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
自
身
も
自
分
が
Ｃ
型
肝

炎
の
キ
ャ
リ
ア
で
あ
る
事
は

全
く
解
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

も
ち
ろ
ん
何
の
自
覚
症
状
も

な
く
、
全
く
の
健
康
体
だ
と

思
っ
て
ま
し
た
。

二
〇
一
一
年
の
秋
に
健
康

診
断
を
受
診
し
た
際
に
、
受

診
項
目
の
中
に
「
肝
炎
」
を

調
べ
る
項
目
が
あ
り
ま
し
た
。

四
十
歳
以
上
が
対
象
に
な
る

ら
し
く
、
当
時
四
十
二
歳
の

私
は
特
に
意
味
も
な
く
そ
の

項
目
に
チ
ェ
ッ
ク
を
い
れ
ま

し
た
。
一
か
月
程
し
て
、
要

精
密
検
査
の
結
果
が
送
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
近
く
の
病
院

で
再
検
査
を
し
て
み
る
と
、

そ
こ
で
初
め
て
「
Ｃ
型
肝
炎
」

で
あ
る
事
が
解
り
ま
し
た
。

当
時
は
ま
だ
治
療
を
す
る
と

な
る
と
、
大
学
病
院
に
行
く

し
か
な
く
、
年
が
明
け
て
二

〇
一
二
年
大
学
病
院
の
消
化

器
内
科
を
受
診
し
ま
し
た
。

大
学
病
院
で
は
色
々
な
検

査
（
人
生
初
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
検
査

も
体
験
）
を
し
て
、
私
の
ウ

イ
ル
ス
の
タ
イ
プ
が
当
時
の

治
療
法
で
は
完
治
し
に
く
い

タ
イ
プ
で
あ
る
事
、
少
し
の

可
能
性
に
賭
け
て
治
療
を
し

た
と
し
て
も
、
か
な
り
の
副

作
用
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
感
染
源
は
不

明
で
し
た
が
、
感
染
を
さ
せ

る
事
は
ま
ず
な
い
と
言
わ
れ

－話題人－

の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
の
投

与
の
後
は
三
十
八
度
〜
三
十

九
度
の
発
熱
が
続
き
、
全
く

仕
事
が
出
来
な
い
状
態
が
最

後
ま
で
続
き
ま
し
た
。

薬
の
中
に
は
微
量
な
が
ら

抗
が
ん
剤
も
入
っ
て
い
た
よ

う
で
、
髪
の
毛
も
相
当
抜
け
、

体
重
も
一
割
程
減
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
二
か
月
が
経
過

し
た
頃
に
は
、
ウ
イ
ル
ス
も

検
出
し
な
く
な
り
、
こ
の
副

作
用
さ
え
我
慢
す
れ
ば
、
完

治
す
る
も
の
だ
と
思
っ
て
、

家
族
の
協
力
、お
店
の
ス
タ
ッ

フ
の
理
解
も
あ
り
、
最
後
ま

で
治
療
を
続
け
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

　
（
三
田
支
部
・

四
十
七
歳
・
男
性
）

《
治
療
後
の
様
子
は
次
号
へ
続
く
》

丹
有
地
区

Ｃ
型
肝
炎 

克
服
へ
！

①

　
　
　
　
　

  

（
２
回
シ
リ
ー
ズ
）

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

１
０
０
歳
に
な
っ
て
も
歩
き
ま
せ
ん
か

１
０
０
歳
に
な
っ
て
も
歩
き
ま
せ
ん
か

〜
元
気
で
活
躍
で
き
る
か
ら
だ
作
り
〜

但馬会場 神戸会場

支
部
教
育
担
当
者
会
議

近
畿
青
年
部

      

会
議
開
催

近
畿
青
年
部

      

会
議
開
催

第147号 兵理タイムズ 平成29年1月1日（２）



第
69
回
兵
庫
県
理
容
競
技
大
会

日
時
　
平
成
29
年
5
月
8
日（
月
）　
会
場
　
神
戸
理
容
美
容
専
門
学
校

全
国
大
会
種
目

・
１
部
ク
ラ
シ
カ
ル
カ
ッ
ト
・

　
　

  

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ
テ
ゴ
リ
ー

・
２
部
レ
デ
ィ
ス
カ
ッ
ト
・

　
　
　

パ
ー
マ
ス
タ
イ
ル

・
３
部
全
理
連
ニ
ュ
ー
ヘ
ア

　
　
『N

EW
 H
A
IR gain-G

』 

近
畿
大
会
種
目

・
４
部
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
・

　
　
　

パ
ー
マ
ヘ
ア

☆
近
畿
大
会
の
予
選
種
目
・

　

上
位
３
名
が
出
場
で
き
ま

　

す
県
大
会
種
目

・
５
部
ミ
デ
ィ
ア
ム
カ
ッ
ト
・

　
　

  

ド
ラ
イ
ヤ
ー
仕
上
げ

・
６
部
ク
ラ
シ
カ
ル
セ
ッ
ト

・
７
部
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ

・
８
部
ブ
ロ
ー
ス
基
本
型

県
大
会
種
目
（
５
部
〜
８
部
）

並
び
に
近
畿
大
会
種
目

（
４
部
）
は
、
進
行
上
問
題

が
な
け
れ
ば
４
部
〜
８
部
の

内
、
重
複
出
場
が
可
能
。

出
場
料
：
１
部
門
七
千
円
・

　
　
　
　

重
複
出
場
も
七
千
円

＊
申
込
〆
切
日
：

　

平
成
29
年
２
月
末
日　
　

＊
詳
細
は
、
各
支
部
教
育
部

　

長
、
又
は
組
合
ま
で
。

　

平
成
29
年
度
の
近
畿
大
会

種
目
「
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
・

パ
ー
マ
ヘ
ア
」
は
、
近
畿
大

会
実
行
担
当
県
で
あ
る
兵
庫

県
組
合
が
、「
サ
ロ
ン
で
お

客
様
に
受
け
入
れ
ら
れ
る

パ
ー
マ
ス
タ
イ
ル
」
を
設
定

い
た
し
ま
し
た
。

　

全
種
目
と
も
ウ
イ
ッ
グ
競

技
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
多

数
の
出
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

全
国
理
容
連
合
会
は
２
０

１
７
年
「NEW

 HAIR

　gain-G

（
ゲ
イ
ン
）」
を
発
表
。

　
「gain-G

」のgain
（
ゲ
イ
ン
）

と
は
、
英
語
で
「
得
る
」「
勝

ち
取
る
」
な
ど
の
意
。
ビ
ジ

ネ
ス
を
勝
ち
抜
く
「
で
き
る

男
」の
意
味
と
、男
性
が
オ
ー

ダ
ー
し
た
く
な
る
「
売
れ
る

ス
タ
イ
ル
」
の
意
味
を
あ
わ

せ
持
つ
。「gain-G

」
はgain 

ground

（
普
及
す
る
）
の
略
。

　
「N

E
W
 H
A
IR
 gain-G

」

（
ニ
ュ
ー
ヘ
ア 

ゲ
イ
ン
）
は
、

時
代
に
敏
感
で
向
上
心
が
あ

り
、
遊
び
を
知
り
心
に
余
裕

の
あ
る
「
人
生
を
楽
し
む
大

人
男
子
」
に
向
け
制
作
し
ま

し
た
。
仕
事
も
遊
び
も
バ
リ

バ
リ
こ
な
す
人
生
を
精
力
的

に
楽
し
む
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に

相
応
し
い
、清
潔
感
、お
し
ゃ

れ
感
、
こ
な
れ
感
を
あ
わ
せ

持
っ
た
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
で

す
。

　

ス
ー
ツ
ス
タ
イ
ル
に
も

ピ
ッ
タ
リ
な
上
質
さ
を
感
じ

さ
せ
る
ク
ラ
シ
カ
ル
な
ス
タ

イ
ル
で
、
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン

カ
ッ
ト
に
よ
る
重
み
を
活
か

し
た
男
性
ら
し
い
カ
ッ
ト
ラ

イ
ン
、
デ
ィ
ー
プ
ポ
イ
ン
ト

カ
ッ
ト
に
よ
る
自
然
な
溝

感
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
コ
ン
ト

人
生
を
楽
し
む
大
人
の
男
性
は
こ
な
れ
た
ム
ー
ド
が
似
合
う

人
生
を
楽
し
む
大
人
の
男
性
は
こ
な
れ
た
ム
ー
ド
が
似
合
う

２
０
１
７ 
２
０
１
７ 

「N
E
W
 H
A
IR

　

g
ain-G

」

「N
E
W
 H
A
IR

　

g
ain-G

」（
ゲ
イ
ン
）

（
ゲ
イ
ン
）

　
「
起
こ
せ
、
新
し
い
波
を
。

龍
馬
の
ご
と
く
！
」
高
知
大

会
が
高
知
県
立
春
野
総
合
運

動
公
園
に
て
十
一
月
二
十
一

日
に
開
催
さ
れ
た
。
全
国
か

ら
頂
点
だ
け
を
目
指
す
選

手
、
初
出
場
な
が
ら
、
自
分

の
力
を
試
す
た
め
に
や
っ
て

き
た
選
手
、
様
々
だ
が
、
前

夜
は
眠
れ
ぬ
夜
を
過
ご
し
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
睡
眠
不
足

だ
が
、
代
表
の
誇
り
を
胸
に

完
全
燃
焼
し
て
頂
き
た
い
。

　

兵
庫
県
講
師
会
も
そ
ん
な

選
手
の
エ
ー
ル
を
送
る
べ

く
早
朝
よ
り
貸
切
バ
ス
に

て
南
国
土
佐
へ
と
向
か
っ

た
。
途
中
渋
滞
の
影
響
で
二

部
ト
レ
ン
ド
カ
ッ
ト
・
オ
ン
・

レ
デ
ィ
ー
ス
の
競
技
が
終

わ
っ
た
頃
、
小
雨
の
降
る
会

場
に
到
着
し
た
。
急
ぎ
審
査

ス
ペ
ー
ス
に
駆
け
込
む
と
、

兵
庫
県
堀
田
選
手
の
モ
デ
ル

が
確
認
で
き
た
。
他
の
選
手

と
引
け
を
と
ら
な
い
出
来
上

が
り
に
見
え
た
。
ま
も
な
く

三
部
ト
レ
ン
ド
カ
ッ
ト
・
メ

ン
ズ
・
コ
ー
ド
E
の
競
技
が

始
ま
る
。
前
方
に
上
野
選
手
、

少
し
後
方
に
中
島
選
手
、
野

寄
選
手
が
精
神
を
集
中
さ
せ

て
い
る
。
一
斉
に
コ
ー
ル
が

あ
り
「
お
願
い
し
ま
す
！
」

と
気
合
の
競
技
開
始
。
落
ち

着
い
て
頑
張
っ
て
欲
し
い
。

そ
の
頃
ロ
ビ
ー
に
は
撮
影
を

終
え
た
一
部
ク
ラ
シ
カ
ル

カ
ッ
ト
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ

テ
ゴ
リ
ー
の
モ
デ
ル
が
や
っ

て
き
た
。
谷
選
手
と
中
村
選

手
の
顔
が
見
え
た
。
や
り
終

え
た
感
が
表
情
に
現
れ
て
い

た
。

　

会
場
は
少
し
コ
ン
パ
ク
ト

だ
が
、
器
具
商
ブ
ー
ス
、
飲

食
ブ
ー
ス
も
賑
わ
っ
て
い

第
68
回
全
国
理
容
競
技
大
会

ロ
ー
ル
し
な
が
ら
し
っ
か
り

ウ
エ
ー
ブ
を
出
す
パ
ー
マ
シ

ス
テ
ム
な
ど
が
特
長
。
流
す

方
向
に
よ
り
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
」

「
リ
ラ
ッ
ク
ス
」
と
い
っ
た

異
な
る
印
象
の
ス
タ
イ
リ
ン

グ
が
可
能
で
す
。

　

現
在
、「N

EW
 H
A
IR 　

gain-G

」
の
ヘ
ア
メ
ニ
ュ
ー

（
技
術
解
説
書
１
部
・
コ
ー

ム
１
本
付
）
を
販
売
中
で
す
。

価
格
は
一
五
〇
〇
円
（
消
費

税
込
み
・
送
料
別
）。

　

お
問
合
せ
・
お
申
込
み
は
、

組
合
事
務
局
ま
で
。

●
兵
庫
県
理
容
組
合
事
務
局

T
E
L　

０
７
８-

５
７
７-

１
８
８
１

◇
理
美
容
教
育
出
版
発
行
の

「PR
O
F
･R
IK
E
I   

８
月
号
」

に
当
組
合
講
師
の
河
田
茂
実

講
師
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

河
田
講
師
は
長
期
に
わ
た

り
、
病
気
療
養
の
為
、
休
業

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
仕

事
復
帰
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
い
っ
た
ん
休
業

し
た
お
店
に
以
前
の
ま
ま
で

は
顧
客
が
戻
ら
な
い
と
考
え
、

こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
業
態

サ
ロ
ン
づ
く
り
を
目
指
さ
れ

て
い
ま
す
。　
　

　

以
下
、
河
田
講
師
よ
り
コ

メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
『
単
価
を
上
げ
る
に
は
、
目

標
額
を
掲
げ
て
押
し
売
り
す

る
の
か
？

　

お
客
様
の
ス
タ
イ
ル
や
髪

の
状
態
に
合
わ
せ
て
メ

ニ
ュ
ー
を
提
案
す
る
の
か
？

ど
ち
ら
を
優
先
す
る
か
で
す
。

　

前
者
を
優
先
す
る
と
そ
の

時
だ
け
の
単
価
ア
ッ
プ
で
、

後
者
を
優
先
す
る
こ
と
に
よ

り
、
お
客
様
が
本
当
に
必
要

な
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
に
な
り

ま
す
。

　

一
人
、
一
人
お
客
様
が
望

ま
れ
る
こ
と
や
、
困
っ
て
い

る
こ
と
に
耳
を
傾
け
て
、
そ

の
事
柄
を
ク
リ
ア
し
て
い
く

上
で
必
要
な
メ
ニ
ュ
ー
提
案

を
し
て
い
き
、
信
頼
を
固
め

て
い
く
こ
と
が
次
第
に
単
価

ア
ッ
プ
、
売
り
上
げ
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
』

　

詳
し
く
は
Ｂ
Ｂ
広
報
に
掲

載
の
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

U
RL

↓

https://w
w
w
.facebook.com

/
groups/842624699135847/

（
掲
載
記
事
を
ご
覧
に
な
る
に

は
、Facebook

の
登
録
が
必

要
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

ご
登
録
下
さ
い
）

◇
11
月
17
日
加
古
川
支
部
で

座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
他
店

舗
と
の
差
別
化
は
ど
う
し
て

る
？
」
と
「
オ
プ
シ
ョ
ン
メ

ニ
ュ
ー
の
勧
め
方
、
客
単
価

の
上
げ
方
」
の
２
つ
で
意
見

交
換
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
他
店
舗
と
の
〜
」
で
は
、

少
し
時
間
が
か
か
っ
て
で
も

丁
寧
な
仕
事
を
す
る
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
手
を
抜
か
な
い
な

ど
、
日
々
の
仕
事
を
き
っ
ち

り
す
る
こ
と
で
技
術
の
良
さ

を
伝
え
て
る
お
店
や
、
生
き

生
き
と
働
い
て
る
姿
を
見
て

い
た
だ
く
事
で
お
客
様
が「
ま

た
来
た
く
な
る
、
ま
た
会
い

た
。
や
は
り
年
一
回
の
業
界

の
祭
り
だ
。

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
大
会
、
今
年

は
マ
ス
タ
ー
ス
タ
イ
リ
ス
ト

部
門
と
し
て
往
年
の
大
先
輩

も
競
技
さ
れ
て
い
た
。
洗
練

さ
れ
た
作
品
、
演
出
に
会
場

が
沸
い
た
。

　

緊
張
の
表
彰
式
。
兵
庫
県

選
手
の
運
命
は
如
何
に
・・・
。

　

一
部
は
東
京
。
二
部
は
大

阪
。
三
部
は
東
京
が
優
勝
。

表
彰
さ
れ
た
選
手
の
多
く
は

過
去
何
度
も
表
彰
台
を
争
っ

た
人
た
ち
。
昨
年
二
位
三
位

で
も
今
年
敢
闘
賞
に
も
入
れ

な
か
っ
た
選
手
も
い
る
。
そ

ん
な
厳
し
い
世
界
が
全
国
大

会
。

　

継
続
は
力
な
り
。
続
け
た

か
ら
と
い
っ
て
報
わ
れ
な
い

時
も
あ
る
。
兵
庫
県
の
選
手

た
ち
も
持
て
る
力
を
出
し

切
っ
て
頑
張
っ
た
。
表
彰
台

に
は
届
か
な
か
っ
た
が
、
彼

ら
は
一
年
前
よ
り
は
数
段
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
今

の
自
分
に
満
足
せ
ず
、
来
年

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
て
欲

し
い
。
全
国
大
会
優
勝
を
目

指
し
て
。

　

大
会
終
了
後
高
知
市
内
の

旅
館
に
宿
泊
。
高
知
の
名
物

藁
焼
き
鰹
の
タ
タ
キ
の
実
演

も
あ
り
美
味
し
い
皿
鉢
料
理

と
酒
を
楽
し
み
ま
し
た
。
次

の
日
は
ゴ
ル
フ
組
と
観
光
組

に
分
か
れ
て
、
龍
馬
の
生
ま

れ
た
街
記
念
館
、
高
知
城
、

ひ
ろ
め
市
場
に
て
昼
食
を
と

り
、
五
台
山
竹
林
寺
な
ど
を

観
光
し
ま
し
た
。
以
後
ゴ
ル

フ
組
と
合
流
し
て
瀬
戸
大
橋

を
経
由
し
て
姫
路
、
兵
庫
へ

と
帰
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
　
　

兵
庫
県
教
育
部

河
村　

靖
志

「
お
店
の
メ
ニ
ュ
ー
を

          

ど
う
提
案
す
る
か
」

「
お
店
の
メ
ニ
ュ
ー
を

          

ど
う
提
案
す
る
か
」

た
く
な
る
お
店
」
に
な
っ
て

い
る
お
店
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し

て
（
特
に
ラ
イ
ン
）
集
客
を

考
え
て
る
お
店
、
お
客
様
と

の
距
離
感
を
近
く
す
る
こ
と

で
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
様
な
感
覚

の
サ
ロ
ン
経
営
を
し
て
い
る

お
店
、
お
客
様
の
悩
み
を
聞

き
出
し
そ
の
悩
み
を
解
決
す

る
こ
と
で
信
頼
関
係
を
築
い

て
る
お
店
な
ど
の
話
が
出
ま

し
た
。

　
「
客
単
価
〜
」
で
は
、
お
す

す
め
メ
ニ
ュ
ー
を
看
板
に
し

て
お
店
の
入
り
口
に
掲
げ
て

ア
ピ
ー
ル
、Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
鏡
に
貼

り
勧
め
る
、
最
初
は
サ
ー
ビ

ス
で
体
験
し
て
も
ら
い
、
次

回
を
注
文
に
導
く
。
お
客
様

の
美
意
識
レ
ベ
ル
を
上
げ
る

こ
と
を
最
初
に
し
て
（
シ
ャ

ン
プ
ー
の
正
し
い
や
り
方
等
）

か
ら
オ
プ
シ
ョ
ン
メ
ニ
ュ
ー

を
勧
め
る
と
注
文
率
が
上
が

る
。
な
ど
の
話
が
出
ま
し
た
。

ま
た
、『
何
を
ど
う
勧
め
た
ら

良
い
か
わ
か
ら
な
い
』
と
い

う
参
加
者
さ
ん
も
い
て
話
を

聞
い
て
る
時
に
他
の
参
加
者

さ
ん
が
『
○
○
を
し
て
る
、○

○
が
良
い
。
そ
れ
も
大
切
だ

が
、
そ
れ
よ
り
も
○
○
な
気

持
ち
で
仕
事
を
し
て
る
。
お

客
様
に
こ
う
な
っ
て
も
ら
い

た
い
。
日
々
を
こ
う
過
ご
し

て
欲
し
い
。
そ
う
い
う
想
い

が
な
い
と
客
単
価
も
オ
プ

シ
ョ
ン
メ
ニ
ュ
ー
も
一
過
性
で

終
わ
る
。手
法（
テ
ク
ニ
ッ
ク
）

よ
り
「
何
の
た
め
」
に
仕
事

を
す
る
の
か
を
自
分
自
身
が

決
め
る
こ
と
を
ま
ず
す
る
べ

き
だ
』
と
い
う
話
も
出
ま
し

た
。

　

同
じ
支
部
の
メ
ン
バ
ー
で

の
意
見
交
換
で
し
た
が
、
い

ろ
ん
な
意
見
が
出
て
２
時
間

が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま

し
た
。

　

す
ぐ
に
成
果
は
出
な
い
と

は
思
い
ま
す
が
、
参
加
者
さ

ん
の
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
で

す
。

　
　
　

加
古
川
支
部山﨑　

裕
史

…
…
…
…
…
…
…

謹賀新年
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八
月
一
日
に
西
播
地
区
Ｂ

Ｂ
Ｑ
大
会
を
福
知
自
治
会
デ

イ
キ
ャ
ン
プ
場
で
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
茹
だ
る
様
な
暑
さ

で
し
た
が
、
会
場
は
山
間
の

渓
谷
。
谷
川
か
ら
吹
き
上
が

る
涼
し
い
風
で
別
天
地
。

　

集
合
時
闘
三
十
分
前
に
は

す
で
に
何
人
か
は
野
菜
を

切
っ
た
り
、
火
床
の
準
備
に

と…

、
三
回
目
と
も
な
れ
ば

慣
れ
た
も
の
。

　

定
刻
に
は
開
会
式
も
そ
こ

そ
こ
に
会
場
の
彼
方
此
方
か

ら
煙
が
上
が
る
。
炭
に
な
か

な
か
火
が
着
か
な
い
の
か
手

間
取
る
グ
ル
ー
プ
や
食
材
を

焼
き
始
め
る
グ
ル
ー
プ
、
そ

れ
は
さ
て
お
き
ビ
ー
ル
を
開

け
る
グ
ル
ー
プ
な
ど
大
賑
わ

　

奥
田
行
雄
さ
ん
は
三
十
年

以
上
の
長
き
に
わ
た
っ
て
兵

庫
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組

合
の
役
職
を
務
め
ら
れ
、
兵

庫
県
は
も
と
よ
り
地
元
業
界

の
ま
と
め
役
と
し
て
活
躍
し

て
来
ら
れ
ま
し
た
。
八
十
二

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
る

の
を
機
に
勇
退
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

理
容
業
界
に
入
ら
れ
て
六

十
年
余
り
。
理
容
業
を
天
職

と
し
て
、
こ
の
道
一
筋
に
歩

ん
で
こ
ら
れ
た
奥
田
さ
ん
。

昭
和
六
十
年
に
兵
庫
県
理
容

生
活
衛
生
同
業
組
合
西
宮
支

部
長
に
就
任
。
平
成
四
年
か

ら
は
同
組
合
の
理
事
と
な

り
、
平
成
十
七
年
に
は
副
理

事
長
に
就
任
。
そ
の
他
い
く

つ
も
の
役
職
を
兼
務
さ
れ
理

容
業
界
に
は
こ
の
人
あ
り
と

言
わ
れ
る
ほ
ど
多
大
な
尽
力

を
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

◆
組
合
員
最
優
先
の
献
身
的

　
な
取
り
組
み

　

奥
田
さ
ん
の
功
績
は
数
々

あ
り
、
今
も
多
く
の
方
か
ら

感
謝
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
る

ほ
ど
で
す
が
、
な
か
で
も
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
の
が
、

平
成
七
年
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
時
の
事
で
す
。
組
合

及
び
支
部
の
事
務
所
が
全

壊
、
組
合
員
の
一
部
の
方
の

建
物
に
も
甚
大
な
被
害
が
あ

り
ま
し
た
が
、
奥
田
さ
ん
は

一
日
も
休
ま
ず
率
先
し
て
復

興
の
為
に
行
動
さ
れ
ま
し

た
。

　

持
ち
前
の
責
任
感
と
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、
そ
の
後
の

豊
岡
支
部
や
佐
用
、
宍
粟
、

南
但
支
部
の
水
害
の
際
に
も

発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
い
ち
早

く
組
合
員
を
動
員
し
て
そ
の

復
旧
作
業
に
駆
け
つ
け
、
消

毒
液
や
タ
オ
ル
等
を
集
め
て

寄
付
を
す
る
等
、
心
の
こ

も
っ
た
支
援
を
さ
れ
ま
し

た
。

　

更
に
は
、
共
済
制
度
の
推

進
や
生
活
衛
生
の
貸
付
融
資

の
斡
旋
、
更
に
は
納
税
協
会

西
宮
支
部
で
も
ご
尽
力
さ
れ

組
合
員
と
そ
の
家
族
の
生
活

の
安
定
に
も
努
め
て
こ
ら
れ

奥
田
行
雄
氏
ご
勇
退
に
寄
せ
て

淡
路
地
区

　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十

四
日
（
月
）
に
南
あ
わ
じ
市

広
田
緑
市
民
セ
ン
タ
ー
に
於

い
て
三
支
部
（
南
あ
わ
じ
支

部
・
洲
本
支
部
・
淡
路
支
部
）

合
同
講
習
会
を
、
県
講
師　

下
地
宏
和
先
生
を
お
迎
え
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
習
内
容
は
、《
営

業
向
け
メ
ン
ズ
＆
レ
デ
ィ
ー

ス
カ
ッ
ト
プ
ラ
ス
時
短
パ
ー

マ
》
で
し
た
。
こ
の
時
期
の

技
術
講
習
会
は
来
月
年
末
に

向
け
て
の
売
り
上
げ
増
収
に

繋
が
る
メ
ニ
ュ
ー
で
す
の

で
、
大
勢
（
参
加
人
数
五
十

名
）
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し

た
。

　

下
地
先
生
の
わ
か
り
や
す

い
パ
ー
マ
技
術
と
鋏
さ
ば
き

や
す
ば
ら
し
い
カ
ッ
ト
技
術

に
参
加
者
も
身
を
乗
り
出
し

て
の
見
学
と
な
り
ま
し
た
。

年
末
に
こ
の
短
い
時
間
で
の

パ
ー
マ
は
お
客
様
に
も
お
店

に
と
っ
て
も
う
れ
し
い
技
術

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
で
年

末
の
売
り
上
げ
増
収
を
願
う

大
勢
の
参
加
者
さ
ん
た
ち
で

し
た
。

　

参
加
者
さ
ん
か
ら
の
質
問

も
多
く
あ
り
丁
寧
に
お
答
え

い
た
だ
い
た
下
地
先
生
に
は

感
謝
い
た
し
ま
す
。
理
容
室

に
は
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
だ
け
で

は
な
く
、
今
日
ご
指
導
い
た

だ
い
た
パ
ー
マ
ヘ
ア
の
レ

デ
ィ
ー
ス
カ
ッ
ト
の
コ
ツ
な

ど
も
参
考
に
し
て
技
術
に
励

み
売
り
上
げ
増
収
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

今
回
こ
の
講
習
会
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
、
南
あ

わ
じ
支
部
の
関
係
者
の
皆
様

藤
澤
栄
寿
雄

田
原　

昇
弘

吉
田　

英
亮

木
村　

俊
次

長
谷
川
幸
博

松
尾　

正
志

兵
庫
支
部

尼
崎
東
支
部

西
宮
支
部

明
石
支
部

社

支

部

加
西
支
部

　

冬
の
味
覚
「
松
葉
が
に
」

で
賑
わ
う
山
陰
の
地
、
浜
坂

で
二
十
余
年
、
書
に
魅
せ
ら

れ
黙
々
と
終
わ
り
の
な
い
美

を
追
求
し
、
精
力
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
支
部
員
「
今
崎

久
雄
」
氏
（
六
十
七
歳
）
を

表
敬
訪
問
し
た
。

　

夜
分
に
も
関
わ
ら
ず
快
く

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
「
文
房
四
宝
」
に
拘
り
、

端
渓
硯
、
白
羊
毛
長
穂
（
さ

ば
き
）
油
煙
墨
、
松
煙
墨
、

な
ど
な
ど
無
限
に
近
い
こ
だ

わ
り
を
垣
間
み
る
こ
と
が
で

き
た
。

－話題人－

但
馬
地
区

ご
冥
福
を
お
祈
り

　
申
し
上
げ
ま
す

　

兵
庫
県
理
容
野
球
連
盟
主

催
、
兵
庫
県
理
容
組
合
後

援
の
第
五
十
一
回
大
会
が
、

神
戸
瀬
戸
公

園
野
球
場
で
、

九
月
五
日
・

十
二
日
・
二

十
六
日
の
三

日
間
で
行
わ

れ
、
甲
子
園

レ
オ
ポ
ン
が

尼
崎
東
を
破

り
、
二
年
ぶ

り
県
大
会
優

勝
し
ま
し
た
。

近
畿
大
会
決
勝

　

第
五
十
一

回
近
畿
理
容

野
球
大
会
が
、

初
日
雨
天
順
延
と
な
り
、
十

月
二
十
四
日
和
歌
山
県
海
南

東
球
場
で
、
神
出
海
南
市
長

が
高
校
野
球
の
大
会
歌
を
高

ら
か
に
唄
い
上
げ
、
開
幕
し

ま
し
た
。

　

甲
子
園
レ
オ
ポ
ン
は
、Ａ

ブ
ロ
ッ
ク
大
阪
・
京
都
を
難

な
く
退
け
二
連
勝
で
決
勝

へ
。

　

決
勝
戦
は
十
月
三
十
一
日

同
球
場
で
、Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
か

ら
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
滋
賀

県
代
表
、
東
近
江
Ｆ
Ｏ
Ｘ
と

の
戦
い
。
レ
オ
ポ
ン
先
攻
で

試
合
が
始
ま
り
、
二
回
表
に

試
合
が
動
き
、
あ
っ
さ
り
三

点
先
取
し
有
利
な
試
合
展
開

に
。

　

そ
の
後
も
五
回
に
追
加
点

し
、
六
回
一
挙
七
点
を
奪
い
、

決
定
的
に
。

　

結
局
十
二
対
二
の
圧
勝
で

近
畿
大
会
で
も
二
年
ぶ
り
の

頂
点
へ
！

　

三
試
合
を
総
括
す
る
と
危

な
げ
な
し
の
、
余
裕
の
勝
利

だ
っ
た
と
思
う
。

　

甲
子
園
レ
オ
ポ
ン
は
平
成

十
五
年
か
ら
数
え
て
八
回
目

の
優
勝
！
天
晴
れ
！

兵
庫
県
理
容
野
球
連
盟

　
　
　

会
長
代
行

建
部　

猛

甲
子
園
レ
オ
ポ
ン
　
二
年
ぶ
り
県
大
会
優
勝

近
畿
大
会
で
も
余
裕
の
頂
点
へ

甲
子
園
レ
オ
ポ
ン
　
二
年
ぶ
り
県
大
会
優
勝

近
畿
大
会
で
も
余
裕
の
頂
点
へ

淡
路
島
三
支
部

合
同
講
習
会

ま
し
た
。

　

温
厚
で
信
義
に
厚
い
そ
の

人
柄
で
誰
か
ら
も
慕
わ
れ
、

頼
れ
る
存
在
と
し
て
人
望
を

集
め
て
こ
ら
れ
た
奥
田
さ

ん
。
今
は
そ
の
背
中
を
見
て

育
っ
た
後
輩
た
ち
が
し
っ
か

り
と
バ
ト
ン
を
受
け
取
っ
て

気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま

す
。
後
継
者
達
に
受
け
継
が

れ
る
そ
の
姿
勢
こ
そ
が
奥
田

さ
ん
の
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　　
　
　

西
宮
支
部小

牧　

雅
彦

　

地
元
天
麗
書
道
会
に
入
会

し
二
十
余
年
に
な
り
亀
甲
文

字
か
ら
近
代
詩
文
ま
で
感
性

を
磨
き
、
店
舗
内
は
彼
の
作

品
が
並
び
高
尚
な
趣
味
を
感

じ
さ
せ
る
。「
九
成
宮
醴
泉

銘
」
欧
陽
詢
、「
王
義
之
」

蘭
亭
序
、「
顔
真
卿
」
太
古

の
昔
殷
の
時
代
「
亀
甲
甲
骨

文
字
」
な
ど
書
源
を
追
求
し

て
の
話
に
、
時
を
忘
れ
さ
せ

ら
れ
た
。
母
屋
の
書
斎
に
案

内
ま
で
の
間
、
所
狭
し
と
作

品
が
陳
列
し
て
あ
り
足
の
釘

付
け
を
感
じ
た
。

　

早
速
一
筆
啓
上　

即
興
で

半
切
に
書
い
て
も
ら
っ
た
。

筍
子
曰
く
「
美
意
延
年
」

注
約『
意（
こ
こ
ろ
）を
美（
た

の
）
し
ま
し
む
れ
ば
年
（
と

し
）
を
延
（
の
ぶ
）』

現
代
《
く
よ
く
よ
し
な
い
で
、

い
つ
も
明
る
く
楽
し
い
心
で

い
れ
ば
寿
命
を
延
ば
す
事
が

で
き
る
》

―

勝
海
舟
が
好
ん
だ
言
葉―

　

今
の
世
相
に
欠
落
し
て
い

る
、
含
蓄
の
あ
る
文
言　

感

銘
を
受
け
ま
し
た
。

見
渡
す
限
り
少
子
高
齢
過
疎

で
冷
え
切
っ
て
い
る
地
方
に

一
脈
の
光
明
を
享
受
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

町
民
文
化
祭
作
品
展
示
、

天
麗
書
道
会
な
ど
展
示
会
な

ど
に
出
展
さ
れ
て
お
り
一
際

採
光
を
浴
び
た
彼
の
作
品
を

目
の
当
た
り
に
し
、
同
胞
の

作
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
感

じ
ま
し
た
。
次
回
に
飽
く
事

の
な
い
美
へ
の
挑
戦
し
、
研

鑽
を
重
ね
た
作
品
を
期
待
し

て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

澄
み
渡
っ
た
初
冬
の
寒
月

を
眺
め
な
が
ら
・
・
・

　
　
　

浜
坂
支
部
長

山
本　

笙
二

い
。
赤
穂
支
部
長
の
中
森
氏

の
カ
キ
氷
の
ブ
ー
ス
に
は
列

が
出
来
、
こ
の
後
行
わ
れ
る

ア
マ
ゴ
掴
み
の
水
槽
に
は
子

ど
も
た
ち
が
覗
き
込
み
、
青

年
・
女
性
部
は
流
し
ソ
ー
メ

ン
の
準
備
に
大
忙
し
。

　

お
腹
も
膨
れ
た
と
こ
ろ
で

の
ソ
ー
メ
ン
だ
が
、
こ
れ
が

何
と
も
喉
越
し
が
良
い
。

　

そ
し
て
子
ど
も
た
ち
の
お

楽
し
み
ア
マ
ゴ
の
つ
か
み
取

り
。
一
人
で
三
十
匹
以
上
つ

か
む
猛
者
も
出
現
。
二
年
前

に
は
一
匹
も
掴
め
ず
ベ
ソ
を

か
い
て
い
た
子
も
何
匹
か
採

れ
満
足
し
た
様
子
。

　

三
世
代
・
四
世
代
も
の
老

若
男
女
が
集
ま
る
事
は
そ
う

多
く
な
く
、
こ
の
機
会
を
楽

し
み
に
し
て
お
ら
れ
る
方
も

多
く
会
場
は
大
賑
わ
い
。

　

今
回
は
、
県
青
年
部
長
の

久
留
島
氏
に
も
来
て
頂
き
、

当
地
区
の
実
情
等
、
ご
理
解

し
て
頂
け
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　

最
後
は
、
来
年
の
再
会
を

約
束
し
な
が
ら
お
開
き
に
。

　

取
材　
　

春
名　

昌
夫

Ｂ
Ｂ
Ｑ
大
会

西
播
地
区

並
び
に
下
地
先
生
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

記
事…

三
宅
敏
明
（
洲
本
）

　

写
真…

橋
田
孝
浩
（
洲
本
）

第57回近畿理容競技大会
　兵庫県担当により開催します！！

いよいよ今年の７月に近畿理容競技大会が兵庫県の
担当により開催いたします。実行委員の皆様には大変
お世話になりますが、よろしくお願いいたします。
また、組合員の皆様には大会を盛り上げて頂きたく、

当日のご来場を心よりお待ちしております。
なお、次号の兵理タイムズは通常は7/1号ですが、

6/1に一か月繰り上げし「近畿大会特別PR号」として
発行いたします。乞うご期待︕

★第57回近畿理容競技大会★

　日　時　平成29年７月10日（月）
　会　場　尼崎市総合文化センター　アルカイックホール
　　　　　〒660-0881　尼崎市昭和通2丁目7-16
　　　　　℡ 06-6487-0800　

打　合　会　議

☆第1回近畿大会実行委員チーフ・サブ会議
　（13：30～の県大会実行員会議終了後開催）

　日　時　平成29年3月27日（月）14：30～　
　会　場　兵庫勤労市民センター　

☆第2回近畿大会実行委員チーフ・サブ会議
　日　時　平成29年6月5日（月）　13：30～
　会　場　兵庫勤労市民センター

☆近畿大会実行委員全体会議
　日　時　平成29年7月3日（月）　10：00～
　会　場　尼崎市総合文化棟　第2会議室
　　　　　　　　（アルカイックホール隣）

第147号 兵理タイムズ 平成29年1月1日（４）


